


    
 

 

  
  

 

  
  

  
 

     
 

                     

              

              

              

              

              

                

 
 

 

保 坂 展 人
名誉会長
世田谷区長

公益社団法人
世田谷区シルバー人材センター

　　明けまして、 おめでとうございます。

　 世田谷区シルバー人材センター会員の皆様には、 お健や

かに新年をお迎えのことと、 お慶び申し上げます。

　 皆様がご自身の経験や技能などを活かし、 仕事を通じて

地域活動にご尽力をいただくことで、地域の絆を深め、安全・

安心で、 活力あふれるまちづくりに寄与してくださることに

敬意を表させていただきます。

　 区では、 高齢化が進展していく中で、 住み慣れた地域で

支えあい、 安心して暮らせる地域社会を実現するための取

り組みを進めております。 本年も引き続き、 区政への一層

のご理解、 ご協力をお願い申し上げます。

   新たな年を迎え、 世田谷区シルバー人材センターが、 高

齢者の就業の場を創出し、 会員の皆様の生きがいや健康づ

くりを進めるとともに、 いきいきと暮らすことができる地域

社会づくりに向けて取り組まれるよう期待しております。

　 結びに、 シルバー人材センターのさらなるご発展と会員

の皆様のご健勝を祈念いたしまして、 新年のご挨拶といた

します。 　　　　　

竹内　弘会      長

公益社団法人
世田谷区シルバー人材センター

　　新年明けましておめでとうございます。

皆様には､お健やかに輝かしい新年をお迎えなされたこと

と、 お慶びを申し上げます。

　　昨今の進行する高齢社会にあって、 年金目減りをはじめ

社会的費用の増加等で、 我々高齢者にとって厳しい状況が

続いておりますが、 そうした中で、 シルバー人材センターを

通じて生きがいのある人生に誇りと喜びをもって活動をして

おられる皆様に、 心からの敬意を表します。

　　私ども世田谷区シルバー人材センターの昨年を振り返っ

てみますと、 まず宮坂の本部事務所の全面リニューアルに

よる用賀仮事務所への移転に伴い、 会員の皆様へご不便を

おかけしたこと、 区営駐輪場の向こう５年間の指定管理者と

して再指定をいただいたこと、 かねてから重点項目として

掲げていた 「地域組織」 の充実強化が進んだこと等があり

ました。

　　今年は、 まず本部事務所が１月下旬には用賀仮事務所か

ら宮坂本部に帰り、 従来の事務を開始いたします。 皆様の

ご不便も、 多少緩和されることと思います。

　　本部復帰を控え、 また年頭にあたり思われますことは、 い

よいよ来年は私どものシルバー人材センターが創立されて

40 周年に当たります。 先人たちの努力で今日のセンターが

あるわけですが、 いかなる組織も 30 ～ 40 年を経ると大変

革が必要といわれています。 会員皆様のご協力を得て、 時代

に相応しい運営体制を整えてまいりたいと考えております。

　 会員の皆様、 今年も 「生きがい」 「生涯現役」 を目指して

元気で互いに力を合わせて活動していきましょう。 年頭に

当たりご挨拶といたします。

　　

今年
もよろしくお願いします

2017年謹賀新年謹賀新年

年頭に当って





　　　　　　　　　　　　　９月15日世田谷区民会

　　　　　　　　　　　　館で、組長・班長合同研

　　　　　　　　　　　　修会が開催され、107名

　　　　　　　　　　　　が出席しました。

                       　会長の挨拶、常務理事                 

　　　　　　　　　　　　による「今年度の事業実

　　　　　　　　　　　　績報告」に続き、世田谷

区保健センター所長　中島医師による、誰もがいつ

か直面する「死」についてのユーモアを交えた講演

が行われ、大好評でした。

　「臨死体験者によると、あの世は暖かい光に満ち

花畑やせせらぎの音が聞こえ、逢いたかった故人に

遭い､“まだ来てはいけない”と言われて帰ってき

たという例が多く、自殺しそこねて生き返った人の

体験は、酷い目に遭ったという例が共通していまし

た。自分の死に顔を気にする人は安心してください。

亡くなったときは、表情筋肉の力が抜け、誰もが柔

和な表情になります。

　40年以上看取りを体験し、一生懸命生きてきた人

は、その人にとって一番いい時期にあの世に行って

いますから、三途の川も恐れることはありません。

親の死は子供への最後の贈り物（子を自立させる）

と言われ執着を残さないほうがいいのです。

　人体の60兆個の全細胞が死ぬには数時間かかりま

すから、死の判定は、心臓の拍動停止、呼吸の停止、

　　　　　　　　　　瞳孔の反応等で医師が行いま

　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　医師は過去例からの類推で

　　　　　　　　　　しか余命を言えないので、あ

　　　　　　　　　　まり当たりません。しかし、

　　　　　　　　　　気持がポジティブな人ほど長

　　　　　　　　　　生きし、良い死に方ができる

　　　　　　　　　　と言えます。

　米国のジーンマイヤーが発表した「夫を早死にさ

せる10か条」（肥らす、脂肪・塩分過多の食事や酒・

たばこを勧める、運動をさせない、小言や嫌味を常

に聞かせる等）の逆を行えば、生活習慣病にならず

に元気で長生きです。

　震災時の高齢者の死亡原因を考えると、高血圧や

糖尿病等の持病がある人は１か月分ぐらいの薬を常

備しておくこと、体を動かし、水とバランスの良い

食事をとり、楽しくいきいき過ごし、深呼吸・腹式

呼吸等を意識して行うことが、元気で長生きのコツ

でしょう。｣

　笑いの渦が沸き上がる中で、心に残る言葉の数々

に気持を新たにした方も多かったようです。

　講演後、会館地下レストランで懇談会が開催され、

祖師谷・成城組の石川組長、上北沢・上祖師谷組の

江口組長、奥沢・等々力組の湯浅班長によるスピー

チがあり、懇談の輪が広がりました。

　女性活動推進部会は、会員相

互の交流を目的に、38名の会員

が11月２日世田谷美術館で鑑賞

会を実施しました。

　志村さんは、草木染の紬織の

技法で人間国宝に認定された作

家で、展示された60年に及ぶ作

品「繊細な色合いの着物」を学

芸員さんの解説と共に鑑賞し、

心の健康維持に役立ちました。

　11月28日・30日､総数100名が

参加して５年次会員研修会が開

催されました。

　グループに分かれ、①就業機

会の公平・適正化のための４回

ルールの運用　②組・地域組織

活動への参加者増加策をテーマ

に討議して、以下の結果を発表。

①について

・「４回ルール」は順守すべき

・ルールの理解を深め厳格な運

　用を

・交代会員の不足で順守できな

　い場合や発注者の要望にも配

　慮すべき

②について

・活動内容のＰＲ不足

★清宮副会長の総評

　４回ルールは、原則として年

度契約の就業に適用され、単発

発注の植木、除草、家事援助等

は適用外になります。

アンケート結果の傾向

　研修会の感想や希望するテー

マへの回答で最も多かったのは

仲間との交流、意見交換が良か

ったことと、交流を深める方策

をテーマに希望する等でした。

“志村ふくみ”作品鑑賞会 28日　烏山区民会館
30日　三茶しゃれなーど 28年

度

｢三途の川の渡り方｣
　  平成28年度組長・班長合同研修会

５年次会員研修会開催

中島宏昭医師

による講演





 
 
 

 



ドレミ夜明けラプソディー

「東京マラソン祭り2017」ボランティア募集！

　平成29年２月26日(日)に開催される東京マラソン祭りのボラ

ンティアを募集しています。詳細については未定ですが、参加

ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

　参加希望者には、当日の活動場所や集合時間、作業内容等の

詳細等を、決まり次第ご連絡いたします。

★お問合せ：事務局担当　山野・小板橋　

　　　　　　　　　　　Tel　3426－9211

＊昨年の活動作業内容は、ゴール地点で、会場美化活動を26名 

　で約２時間行いました。

　現理事の前田俊夫様が、去る

11月２日、ご逝去されました。

　謹んで、哀悼の意を表します。

　なお、ご遺族様の意思で御弔問、

御供物の儀は一切お断り致します。

会員のページ

訃報

音楽が頭の中で絵になる

松原・松沢組　　来田　史郎

　高校時代、兵庫県の画展に２回入選したけれど、

親の勧めで法学部へ進学、大手企業に入社し日曜画

家に徹してきました。

　定年後1993年「フィナール国際美術展」に２年連

続入選。｢日本国際美術家協会」主催の1999年「日

仏現代美術世界展」で入選。同年「スペインバルセ

ロナ展」にも入選。翌年「パリ国際サロン展」に入

選し「サロン」の会員に、同年「日本国際美術家協

会」の会員にも推挙されました。現在も、センター

の就業の傍ら国内国外の様々な美術展に出展してい

ます。

　音楽好きの兄の影響で、10代の頃からクラッシッ

ク音楽を聴くと絵が頭に浮かび“音楽を絵にする”

が、私の一貫したテーマです。

　今年４月から、井之頭線の狭い踏切をトラックや

乗用車、ママチャリが激しく行き交う場所で、学童

の通学見守りをしています。

　顔馴染みの子供たちから元気をもらい、自分が少

　　　　　　　　　　　　　しは役に立っているこ

　　　　　　　　　　　　　とが実感できて、嬉し

　　　　　　　　　　　　　く感じる日々です。

　　　　　　　　　　　　　　今年のいきいき文化

　　　　　　　　　　　　　祭に出展した絵です。

私が好きな格言

上町組　　平塚　郁太朗

　私の選んだ格言を紹介します。人との出会いが運

命を変えるように、あなたの人生を変えてしまうよ

うな「一言」が見つかるかもしれません。少しでも

お役に立つと嬉しいです。

・明るい性格は財産よりも尊い　（米：カーネギ）

・人との最初の絆は、助け合ったときにできる

　　　　　　　　　　　　　（仏：ヴォルテール）

・長生きするためには、ゆっくり生きる

　ことが必要である　（ローマ：キケロ）

・人間の眼は失敗したときに

　初めて開く　　　　（露：チェーホフ）

・死ぬよりも苦しむほうが勇気を必要とする

　　　　　　　　　　　　　　（仏：ナポレオン）

・失敗や失望からしばしば予想外の道が開ける

　　　　　　　　　　　（カナダ：キングスレイ）

・悲しむことはない。今の状態で何ができるかを考

　えてベストを尽くすことだ　　（仏：マルセル）

・感謝の心は最大の美徳のみならず、あらゆる他の

　美徳の両親なり　　　　　　（ローマ：キケロ）

・幸福の最も大きな障害は、過大な幸福を期待する

　ことである　　　　　　　（仏：フオントネル）

・明日は、試練に応じた新しい力をもたらすであろ

　う　　　　　　　　　　　（スイス：ヒルティ）

・１日生きることは、１歩進むことでありたい

　　　　　　　　　　　　　　　（日：湯川秀樹）




